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第 147回リニアドライブ技術委員会議事録与和

日時:平成27年 12月 11日(金)15:00~17:30 

場所:JR東海品川ピルA棟会議室

出席者:委員長 北野(JR東海)

副委員長水野(信州大)

LD148-1 

委員 伊藤(三菱電機)，大橋(関西大)，古関(東京大)，白石(安川電機)， 

田中(鉄道総研)，藤崎(豊田工大)，樋口(長崎大)，森下(工学院大)， 

幹事

幹事補佐

欠席連絡(委任)

提出資料

森質(大阪工大)，矢野(近畿大)

村井(JR東海)，矢島 (SMC)

鈴木(東京都市大) (記)

渡漣(IEEJプロ)

147幽 l 第 146回リニアドライブ技術委員会議事録(案(鈴木幹事補佐)

147・2 第 121回 (H27年度第3凹)産業応用部門研究調査運営委員会(北野委員長)

147-3 D部門受賞対象技術報告一覧(201211211~2015/10115) (北野委員長)

147・4 平成 27年度リニアドライブ技術委員会活動報告 (北野委員長)

147・5 平成 28 年度 (H28 年 4 月 ~H29 年 3 月) 活動計画 (2次案)北野委員長)

147・6 平成 28年産業応用部門大会(群馬)の論文委員選出のお願い (北野委員長)

147-7 リニアドライブ関連カレンダー(矢島幹事)

147・8 電気学会研究会企画連絡シート(矢島幹事)

147-9 7グ、ネティックス・リニアドライブ合同研究会 (北野委員長)

147-10 リニアドライブ合同研究会 (北野委員長)

(15名)

(1名)

147-11 産業用リニアドライブの活用技術調査専門委員会 (MEL)活動報告 (矢島幹事)

147-12 第4回産業用リニアドライブの活用技術調査専門委員会議事録(案矢島幹事)

147-13 第 8回電磁アクチュエータのための磁性材料とその評価技術(MMA)調査専門委員会議事録

(案) (藤崎委員)

議事

1 議事録確認

第 146回委員会の議事録(資料 147-1)について，審議事項 3.1のLDIA2017 組J織委員会員について

rLD技委が主体となることが承認された」を追記するよう指摘があり修正の上，承認された。古関委

員より産業応用フォーラムなどで他の技術委員会との共催による「モーションコントロール道場」の開

催の提案があり，今後検討することとなった。

2.報告事項

2.1 資料 147-2を基に，北野委員長から D部門運営委員会の報告があった。また， LD150回記念につい

て検討する旨の説明があった。

2.2 資料 147-3を基に，北野委員長から D部門受賞対象の報告があった。

2.3資料 147-4を基に，北野委員長から平成 27年度 LD技委の活動報告の説明があった。

2.4資料 147-5を基に，北野委員長から平成 28年度活動計画2次案について説明があった。 H29.1に

関西， H29.3に名古屋で研究会を開催する旨の説明があった。

2.5 資料 147-6を基に，北野委員長から平成 28年産業応用部門大会の選出について，平成 27年産業応

用部門大会の論文委員に長谷川前委員が選出されていたことから後任の田中委員を選出する説明

があった。

2.6 資料 147-7，資料 147-8を基に，北野委員長から LDIA2017組織委員会および実行委員会のカレンダ

ーへの追加， LDl50回記念を 6月の長野開催の研究会日に行う提案があり承認された。

2.7 資料 147-9を基に，北野委員長から 12月 15・16日に沖縄で開催される MAG・LD合同研究会につい

て案内があった。

2.8 資料 147圃 10を基に，矢島幹事から 1月26日に大阪で開催される LD研究会について案内があった。

3.審議事項
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3.1 LDIA2017の実行委員会委員についても組織委員会と同様 LD技委が主体となることが提案され，

承認された。 2月 5日に組織委員会開催の連絡があり， r欠席連絡=委任状」とする説明があった。

3.2森下委員より D部門和文論文誌委員会D3の主査になるため LD技委から幹事の選出が必要と説明

があり，鈴木幹事補佐を選出する提案があり，承認された。

4 各翻責専門委員会活動報告

資料 147-11~資料 14ê='13 を用いて，各調査専門委員会から活動報告があった。
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